







































































































































































































































































































































































































本の承和14年､ 847年) 6月9日条に日本への帰国がみえる｢春大郎｣ ｢神一郎｣の入唐は遣唐使
によらないものであり､それぞれ春日宅成と大神御井(巳井)に比定されている(80)｡大神御井
はさらに貞観16 (874)年に朝廷から香薬を買い求める目的で唐に多治安江とともに派遣されて



























































































































































































































































































































形成過程｣ (『史学雑誌』 100-6､ 1991年)｡
(4) Ef鳴公｢日本の律令国家の『賓礼』 -外交儀礼より見た天皇と太政官-｣ (『史林』 68-3､ 1985年) 82頁｡
(5)森江‖革｢平安初期内蔵寮の考察｣ (『金沢大学法文学部論集』史学篇19､ 1971年) 3-5頁､出島公｢人宰府鴻














(10)延喜近衛府式大儀条｡また､ 『政事要略』巻24･年中行事9月･ 9口節会事･装束記文･ 9月9日紫寛殿宴会
装束に､文台案Fに敷く虎皮が内蔵寮から供出されることがみえる｡
(ll)東野治之｢鳥毛立女犀風卜貼文書の研究一買新羅物解の基礎的考察-｣ (『正倉院文書と木簡の研究』塙書房､


























(26) 『類柴国史』巻194･殊俗･潮海下･天長1年2月壬午(3日) ･4月丙申(17日) ･ 5月戊辰(20日)条｡
(27)日唐間で信物の贈答が行われたことについては､保科富士男｢古代日本の対外関係における贈進物の名称-











(32) 『続日本紀』天平勝宝6 (754)年3月丙午(10日)条､ 『日本後紀』延暦24年7月甲午(27日)条､ 『H本紀
略』大同2年1月辛丑(12R)条､丙午(17日)条､ 8月突亥(8日)条､ 『続日本後紀』天長10 (833)午
12月乙酉(3日)条､唐子(18日)条､承和6年10月辛酉(13日)条､ 12月辛酉(13日)条､庚午(22日)
条｡




(34) 『続日本紀』天平2 (730)年9月丙子(25日)条､ 10月庚成(29日)条､天平勝宝6年3月丙午(10日)条｡



























(47)拙稿｢年紀制と中国海商一平安時代貿易管理制度再考-｣ (『歴史学研究』 856､ 2009年)第Ⅰ章｡
(48)田島前掲註5論文22-23頁｡
(49)山内前掲註39論文177-179頁｡
(50) 『扶桑略記』延喜19 (919)年7月16日条(御覧)､ 『貞信公記抄』延長2 (924)年11月12日条(御覧)､天慶
9 (946)年2月23日条(頒賜)､ 『御堂関自記』寛弘3 (1006)年10月20日条(御覧)､長和1 (1012)年5
月20･21日条(頒賜)､ 2年2月4日条(御覧･頒賜)､ 10月8 ･10円条(頒賜)､ 『小右記』長和2年2月4
日条(頒賜)､ 9月18日条(御覧)､長元4 (1031)年9月4 ･ 6日条(頒賜)､ 『左経記』長元1年10月13日
条(御覧)､長元4年5月17日条(御覧)｡
(51)山内前掲註39論文179-180頁｡
(52)松原弘宣｢陳春信の書状と唐物交易僕の成立｣ (『続日本紀研究』 317､ 1998年)｡
(53)田中史生｢唐人の対日交易- 『高野雑筆集』下巻所収『唐人書簡』の分析から-｣ (関東学院大学『経済系』
229､ 2006年) 19-20頁､山崎覚士｢9世紀における東アジア海域と海商-徐公直と徐公祐-｣ (『人文研究




















(61) 『風藻緒言集』､ 『智証大師伝』天安2年6月22日条など｡詳しくは､小野勝年『入唐求法行歴の研究』 T (法
蔵館､ 1983年) 383-396頁｡














れた(『続古事談』 1 ･後一条院オサナクオハシマシケル時､ 『玉葉』文治3 〔1187〕年9月29日条､ 『侍中群
要』 8 ･諸便事･交易､保立道久『黄金国家』 〔青木書店､ 2004年〕 279-281頁)｡































(78)拙稿｢年紀制の消長と唐人来着定一平安時代貿易管理制度再考-｣ (『ヒストリア』 217､ 2009年) 143頁｡
(79)小野勝年『入唐求法巡礼行記の研究』第4巻(鈴木学術財団､ 1969年) 282-283 ･ 294-295頁､佐伯有活
｢承和の遣唐使の人名の研究｣ (『口本古代氏族の研究』吉川弘文館､ 1985年､初山は1978年) 279-285頁､東
野治之｢遣唐使の諸問題｣ (『遣唐使と正倉院』岩波書店､ 1992年､初出は1990年) 90-92頁､村上史郎｢9
世紀における日本律令国家の対外交通の諸様相一大唐通事･漂流民送還･ 『入唐交易便』をめぐって-｣
























(90) ｢検領｣を行う唐物俺の確認されている最後の例は長和5 (1016)年から寛仁2 (1018)年頃の蔵人所雑色平
定親の事例(前掲註47拙稿4 - 5頁)｡
(91)前掲註70拙稿｡
(92)拙稿｢平安中期､公貿易下の取引形態と唐物便｣ (『史学研究』 237､ 2002年) 8-9頁｡
(93)山内前掲註39論文｡
(94)山内晋次｢荘園内密貿易説に関する疑問｣ (前掲註39著書､初出は1989年)｡大庭康時｢博多綱首の時代一考
占資料から見た住蕃貿易と博多-｣ (『歴史学研究』 756､ 2001年)｡
(95) 『本朝tlf:紀』久安4 (1148)年閏6月5日条に大軍府知行国主藤原忠実に対する海商からの孔雀の進上がみえ







検討｣ (『待兼山論叢』史学篇22､ 1988年)､稲川やよい｢『渡海制』と『唐物使』の検討｣ (『史論』 (東京女子
人) 44､ 1991年)､榎本淳一｢律令国家の対外方針と『渡海制』｣ ｢広橋家本『養老衛禁律』の脱落条文の存否｣
(前掲註19著書､初｢Hは1991年､ 1998年)｡
(98)村井章介｢1019年の女真海賊と高麗･口本｣ (『朝鮮文化研究』 3､ 1996年) 70真｡
















東京大学出版会､ 1993年) 265-266頁､有馬嗣朗｢入宋僧の系譜｣ (『文研会紀要』 10､ 1999年)0





10年6月4日条｡佐伯有清『智証大師伝の研究』 (吉川弘文館､ 1989年) 263-265 ･ 322-325頁｡
(117) 『扶桑略記』延長4 (926)年6月7日条｡
(118)大軍府神社文書･太宰府政所牒案(『平安遺文』 4623号)｡
(119) 『御堂関白記』良和4年7月15日条｡
(120) 『善隣国宝記』寛弘3年条所引｢楊文公談苑｣｡
(121)手島前掲註103論文49頁｡
(122)下向井龍彦｢光仁･桓武朝の軍縮改革について-律令軍制の解体と律令国家の転換一｣ (『古代文化』 49-11､
1997年)｡
(123) ｢国書開封権｣については､石井前掲註17著書第4部｢日本･潮海関係と外交文書｣所収の一連の論文｡
(124) 『類緊三代格』巻18･夷倖井外蕃人事･天長5 (828)年1月2日太政官符｡
(125) 『続日本紀』宝亀11年2月庚成(15日)条｡
(126) 『類衆三代格』巻18･夷倖井外蕃人事･宝亀5年5月17日太政官符｡漂流民送還については､山内晋次｢朝
鮮半島漂流民の送還をめぐって｣ (前掲註39著書､初出は1990年)0
(127) 『小右記』長元4 (1031)年2月19日条｡
(128) 『扶桑略記』延長7年5月17日条｡
( 94 )日本古代の対外交易および渡海制について(涯連)
